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社全国モーターボート競走会連合会 

会長美川良一 

一・・………”一ー・べ、c’ろ一◆…一ー…・・～こ 
昭和26年6月18日、第10国会においてモー 

ターボート競走法力滞リ定されて以来、今年で 

40周年を迎えましたことはフアン、関係者と 

もども誠にご同慶の至りであります。 

モーターボート競走法は、戦争により壊滅 

的な打撃を受けたわが国を復興させるには、 

海運・造船産業が中心的役割を果たしていく 

必要があるところから、これら産業の振興を 

計るとともに困窮に悩む地方財政にも寄与し 

たいという、高い理想のもとに制定された法 

律であります。 

モーターボート競走事業は、今日でこそ、 

年間利用者4,400万人、年間売上2 J12,000億 

円と成長し、その収益金は国内はもとより国 

境、人種を超えて、世界の平和と人類の幸福 

のために大きな役割を果たし、その有益陛は 

世界的な評価を受けておりますカ三 草創期か 

ら今日に至るまでの道程は非常に厳しく、試 

練の連続でありました。 

こうした試練に耐え、幾多の好余曲折を乗 

り切ることができましたのは、監搾予官庁であ 

ります運輸省の時宜を得た適切なご指導と、 

関係者各位のご支援、ご協力の賜と深く感謝 

いたしております。 

私はいまからちょうど10年前、法制定30周 

挨 捗ーーー…ー～、‘”ー“ーーバー 
年の年を“競艇元年”と命名して、新たな船 

出の年とすることを提唱し、皆様方のご賛同 

を得まして、この10年間“いつでも、どこで 

も、おもしろい競走”の実現に向けて幾多の 

改革を進めてまいりました。たとえばコンピ 

ュータネットワークシステムの開発と設置、 

SG競走の全国発売、場外発売、電話投票をは 

じめとする発売方式の多様化種々の競技運 

営上の改革等はその一環でありますが、いず 

れの施策も予期した以上の成果をあげており 

ます。しかしながら、真に時代の変化に対応 

し得るモーターボート競走とするためには、 

まだまだ多くの課題を残してもおります。 

改革は未だその緒についたばかりでありま 

すが、この法制定40周年の節目を記念して、 

昭和56年“競艇元年”から10年間の足跡を、 

「モーターボート競走年史一競艇元年から 

のあゆみ」として編纂いたしましたので、ご 

披露申し上げ参考に供したいと存じます。 

今後とも、モーターボート競走は、フアン 

の皆様のご期待に応えるべく鋭意精進努力い 

たす所存でありますので、関係各位には倍旧 

のご指導、ご鞭捷を賜りますようお願い申し 

上げます。 

平成3年11月 
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▲式典風景 

ボーお競走法制定40縛年記念 
El時：平成3年6月18L1 

4 LH＝ー．, ．七、，ー ー ノ，ー 
易ノクγ．不フーノl／・ニ二乙ー刀ーγー 

▲来賓と歓談する笹川会長 

▲祝吟・笹川静江静風流宗家 

◆モーターポート競走法制定 

40周年のシンボルマーク 

ト競走法制定如周年記銀謝 

▲祝辞・村岡運輸大臣 

取材報道陣ト 

▲主催者を代表して挨拶する笹川会長 

‘いまな春ーを、こか篇らも。 

Av
一タ）レ 

▲公益事業基金交付 

議 ーふふ三シ決定戦緯再 
ー一戸ランドチヤ／レ 出場選手緒分 

◆第~回競艇広告大賞ポスター 

（昭和6~年） 

小切手 

￥25p00p叩※ 
‘湧 喜1庭,ク労,/f0と滋ン難鵬 

’嘱告‘hか‘ 」二’、”も“ヒまら象、‘貰t 、一’4、1窄＝排ま’， 

；意1年こ●I己しF 

大販磨掌市競農狙合菅理者 向江 昇 
”息か日本船電振興金会長 笹川食ー 
7~1 '' 、‘ 一一‘'‘，二 

▲第~回グランドチャンピオン決定戦競走 

記者発表会 

．来賓と歓談する笹川副会長 

●祝辞・岡島自治政務次官 
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▲第34回全日本選手権競走 

橋本運輸大臣・今村豊選手 笹川会長 

▲平成2年優秀選手表彰式典 

▲グッドデザイン賞を受賞したNEW-IPボー 

▲第26回糸紅里大臣杯競走優勝野中和夫選手 

◆第2回競艇広告大賞ポスター（昭和62年） 

．第5回賞金王決定戦競走 

優勝高山秀則選手 

●第37回全日本選手権競走優勝 

今村豊選手 
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離モーターボート競走年史 難競艇元年からのあゆみ 

造船β与係補助・海難I勿L 
海専思懇の普及 

▲造船事業への補助 

▲造船事業への貸付 

ナカシマプロペラエ場ト 

▲練習呪船 

▲海難防止事業への補助 

▲航空機の騒音測定 ▲ソフトボール世界選手権始球式 

▲老人ホーム龍門の里 

▲防火・防災啓蒙活動 

▲リハビリ設備を完備した「あおい荘」 

言全国選抜ゲ‘トボーゾし大会 
三’m■、中三 ’”ジ。 ー’ '’ ・一叫魂い“一“萌「什りり‘F'g什レ，．富’’一、 、’ “ 叫一一で・ 、一 、J l4 '1 、 「 ’「n 」ン’' ‘沖’‘一 

◆第3回競艇広告大賞ポスター（昭和63年） 

▲ふたば保育園 
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lモーターボート競走年史 麟競艇元年からのあゆみ 

施行自治体の施設 

▲スポーツセンター 

▼洋 彦・手旗 

▲公園 

がい昌“~~“ち晋~良堰島瞳臨議I 

1漏I甘壌ド翼轍 響鯉難基 

▲少年自然の家 

YB&G沖縄海洋センター 

▲福祉少年会館 

▼B&G若人の船 

c ーー 轟‘ 
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▲花と緑の博覧会SASAKAWA EXPO HALL 

▼ョット講習会 ▼大型ョット訓練 

5月4。・＆・6・Z・8矛・旦 
臨時柵タト発売 s8 ,9 、 ，、”‘、”ー‘，' 

・m 戸．“●川・●■．・．.III ...1 ．●●・●・」“" 
・吐ユユ・m・嘱,・，，・”，“・‘”．●●●・~”大” →鵬関膚‘+ 

◆第4回競艇広告大賞ポスター 

（平成元年） 

▼花と緑の博覧会夜景 
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人 
笹/11会長准弾祭*E1i4X 

ーマーチン・ルーサー・キング非暴力人道賞 

▼受賞（昭和6~年） 

▲国連で演説する笹川会長 

▲ブッシュ米大統領ご夫妻と会見（平成3年） 

加、 

▲ニクソン元大統領と歓談（平成2年） 

▲サッチャー英首相と会見（昭和59年） 

▲ハンセン病棟でマザー・テレサと語り合う（昭和59年） 

▲国連親善大使に任命される笹川会長（平成元年） 

▲ゴルバチョフ大統領と笹川副会長日ソ友好 

を約束 

肩『‘」 
▲郵小平氏と日中友好の促進を約束（昭和60年） 

▲口ーマ法王ョハネ・パウ口ニ世と 

世界平和を願う（昭和58年） 

ーラー国連事務局長と固い握手 

▲ェイズ撲滅を願って（アメリ力 

▲オーバーブルック盲学校（アメリ力） 
遣鵬加善靭会，h一一 

Iらェ‘． ~’ーー」 

H 腔山“一 
ーI撃幸奨堂A無f、一 

'“一電論環g吊鄭生歓迎式典 

▲日中間の交流と医療技術の向上を目さし、中国医学生を招へい 

iiVi4h 讐 
一“'Ix ブ’''bi了J警'U',議 
v畷“ ri;'"1 

~‘ 

場外発売鴇8o 
癒津 

杯 
◆第5回競艇広告大賞ポスター（平成2年） 

‘、‘ノ履 
'’・～ー”“”ー 

与一Il卿機’、、罵無I舞1戒 
S鷲A賦験Wa斑N 'S 印撹7I〕‘釘駄瓶臨C難 
鮒叩編鱒§制鋼1琵Il・残ブfり翼rロびI能」瓶γ1切lUTi 

▲婦人教育訓練センター（タイ国） 

▲笹川グローバル2000国際会議（ガーナ 

●笹川グローバル2000プロジェクト 

緑の革命に大成果 

ぐ笹川クローパル2000プロジェクト（スータン） 
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林淳司運輸事務次官 笹川陽平連合会副会長 

はやし 

林 
じゅん じ 

淳 司（昭和8年8月4 日生） 

昭和32年3 月 東京大学法学部公法コース卒業、同年4月運輸省入省 

昭和54年8 月 大臣官房文書課長 

昭和62年4 月 大臣官房国有鉄道改革推進総括審議官 

昭和62年~0月 航空局長 

平成元年6 月 運輸事務次官 



《対談》 

林運輸事務次官vs 笹川連合会副会長 
、二 一 ー 4ミ声コ叫章MジB，え片こ. 書に三豆霧，薄. 
~珊桑卓~‘I 鰍躍麟詳織濯球碑~界麟曙輝湖線鼎●1露卿無嚇尋轟卿尋鶴臓理8h題9蜘胆雄鵬錬語I騨碑「踊 

原案作成は入省与年目の係長 

副会長 ことしは、私どもモーターボ 

ート競走が始まりまして40周年という、 

記念すべき節目を迎えるのですが、笹 

川良一会長の述懐によりますと、公営 

競技として競艇をつくろうと考えた当 

時、将来はなんとか5千億円ぐらいの 

売上になる業界にしたいものだと、当 

時としては大へん大きな夢を描いてい 

たようでございますが、お蔭さまで昨 

年度は売上2 兆2千億円、利用者数4 

千4百万人と、初開催以来最高の成績 

を納めさせていただきました。 

想えば昭和26年6 月に、モーターボ 

ート競走法を衆議院賛成・参議院否決 

という状況の中でおつくりいただいた 

わけでございますが、開催当初は売上 

も低く、赤字の競走場が出るなど大へ 

んな苦労があったようです〇加えて昭 

~ 

和29年に「自転車競技法等の臨時特例 

に関する法律」が施行され、これが時 

限法であったところから、時限のたび 

に競走の存廃が議論されるという、関 

係者にとって非常に大へんな時代が続 

いたわけです。 

それが、昭和37年の法改正で恒久立 

法化されたことで、ここから本格的な 

モーターボート競走の発展が始まった 

わけですから、われわれにとって昭和 

37年は、26年に次いで第2 の誕生日と 

昭和37年モーターボート競走法改正を語る 

もいえる大へんな節目であるわけですo 

法基盤の確立を機に、近代化のため 

の設備投資も活発に行いましたし、競 

走場の新規移転というようなこともず 

いぶん努力してまいったわけでござい 

ますが、なんといいましても37年の恒 

久立法化は、われわれ業界としては大 

へん大きな‘‘エポックメーキング”に 

なっているのでございます〇 

当時、次官はこの法律作成に大へん 

ご苦労をなさったと聞きおよんでおり 

まして、是非この機会にその辺のご苦 

心談、ご苦労話をお聞かせいただいて 

後世に残しておきたく、きょうは参上 

したわけでございます。 

当時は、どういうお立場にいらした 

のでしょうか？ 

次官 昭和36年の4 月から38年の2 月 

まで、当時の船舶局の監理課の企画係 

長という職におりました。その間、私 

の担当した仕事でいちばん大きかった 

のは、やはり公営競技調査会の答申・・・ 

いわゆる長沼答申を受けてのモーター 

ボート競走法の全面改正だった、と思 

います。 

副会長 と申しますとまだ非常にお若 

くていらっしゃる・・・。 

次官 勤めてまだ5 年目です。審議の 

ための資料や、答申が出てからの法律 

案を作成するという‘‘実務部隊”でし 

た。管理職とはいえ他には係員が~名 

しかおりませんので、資料づくりには 

多くの人の助けを借りて。それでも連 

日、夜遅くまでかかったものです。 

副会長 当時の社会情勢、あるいは公 

営競技に対する一般的な認識といった 

ものはどういう状況だったのでしょう 

か。 

次官 他公営競技で騒擾事件や不正事 

件が相次いでおりました頃で、モータ 

ーボート競走に特別問題があったわけ 

ではございませんが、社会的に害悪を 

流しているんじゃないかという議論が 

強くありました。国会論議などでも、 

野党等から非常に厳しい追求があるな 

ど、むしろ廃止論が強かったという時 

代です。 

副会長 そういう状況の中で、有識者 

による公営競技調査会が設置され、公 

営競技というものについて検討がなさ 

れたわけですね。 

次官 公的機関で存廃論も含めて検討 

しようと。それと、これは公営競技全 

般について共通の点ですが、収益金の 

―部は公益事業あるいは関連産業振興 

に使われておるわけですから、ただ廃 

止すれば済むという問題ではない。つ 

まり有益な面も多くあることを忘れて 

はいけないということで、長期間にわ 

たっていろんな論議が行われたわけで 

す。 

私どもも、この公営競技調査会には 

度々呼ばれまして、いろいろ説明を行 

ったものです。 

そうした中で、長沼答申において存 

続させるのが妥当である…と。ただし、 

それが社会的に受け入れられるように 

諸般の改善をしていこう。要するに競 

走そのものの健全化、収益の適正な使 

用等をベースにして存続するのは妥当 

であるという結論です。 

私どもも、すでにスタートしている 

制度でもあり、かつ娯楽もあまりない 

時代ですから、公営競技を大衆娯楽の 

面からも重要な存在であると考えてい 

ましたので、妥当な答申が出たという 

ことでこれを受け、所管している各省 

が作業に取り組んでいった、というこ 

とです。 

副会長 企画係長で実務部隊、となり 

ますとまさに第ー線でがんばらなくて 

はならないお立場だったと思います。 

相当なこ。苦労があったのでございまし 

ょうね。 



ー公営競技廃止論うすまく中で 

林運輸事務次富vs 笹川連合会副会長 

次官 現在のようには事務機器も発達 

しておりませんし・・・、法律案とかそれ 

に伴ういろんな関係資料があるわけで 

す。法制局での審査、審査が終わって 

閣議にかけるためのいろんな資料づく 

りとか。みんなガリ版を切ってもらっ 

て、それを謄写板で刷らなければいけ 

ないわけです。ところがわれわれは、 

係長と係員~名の2人ですから（笑）。 

全モ連の方たちにもいろいろとお手伝 

いいただいたというようなこともあり 

ました。 

民間の活カを生かして 

～笹川会長の慧眼に敬服～ 

副会長 法律づくりというのはご苦心 

が多いと伺っておりますが、とくに心 

に強く残っているようなことがありま 

したらお聞かせください。 

次官 答申では交付金の配分団体を特 

殊法人に、というような感じだったと 

思うのです。ところが笹川会長から「特 

殊法人という形では組織が硬直化し、 

弾力的な運営がし難い。もう少し民活 

的なものが取り入れられるような組織 

化のほうが」という強い要請がありま 

して、そこで、いわゆる公益法人という 

形で法律に書き込んだ…。そこが、他公 

営競技に比べ異なった点でして、私の 

思い出としても鮮明に残っております。 

その後昭和50年代に入って行革審が 

でき、「民活」ということがずいぶん言 

われました。逆に、むしろ特殊法人の 

弊害みたいなことが言われている。そ 

れを20年以上も前に、笹川会長が見通 

しておられたということは大へんなご 

慧眼だと思います。それが今日のモー 

ターボート競走の隆盛をもたらしてい 

る、ということにもなるのではないで 

しょうか。 

副会長 民活については笹川良一会長 

の哲学でもあり、信念であったわけで 

すが、私どもの立場からすれば、振興 

会はもちろん、連合会、競走会をよく 

ぞ民間法人としてお認めいただいた、 

と考えております。 

しかし当時は、内部でも「民問で・・・」 

というのには反対論もいろいろあった 

のでございましょう？ 

次官 それは当然、内部からも外部か 

らもありました。他の競技は全部答申 

通りやっているのにおかしいじゃない 

かと…。 

しかし、法律に明記するのだからい 

いじゃないかということで、形態は財 

団法人、いわゆる公益法人という形で 

押し切りました。 

私は、基本的にはやっぱり民活とい 

うものが組織体には非常に大事だと 

常々思っておりますので、そういう意 

味からも、当時の判断は決して間違い 

ではなかったと思います。 

副会長 その他、制度的な面でもいろい 

ろあったようですが。開催日のこととか。 

次官 「競走ができる日」のことも印 

象深いですね。当時、ギャンブル・ホ 

リディと言って土曜、日曜を原則とし 

た前後の日、つまり金・土・日・月の 

4 日問に競技を行う、というのがー般 

的な解釈でした。ところがモーターボ 

ート競走の場合、それでは選手の移動 

やその他を考えて効率が悪い。やはり 

6 日問通しでないと非常に非効率的に 

なる、という意見が内部に強くありま 

して、省令に「競走ができる日という 

のは水曜日以外の日とする」としたわ 

けです。これもいま考えると、間違い 

ではなかった。 

副会長 大へんなこ’英断をいただいた 

わけです。開催日数というのも、モー 

ターボート競走の今日の発展の礎とな 

っております。 

次官 当時は反対意見が相当きつかっ 

昭和37年モーターボート競走法改正を語る 

たですから、そういう社会的な状況も 

考慮しなければいけませんし、なおか 

つ、できるだけ健全化していくという 

ことに力を入れなきゃいけない。 

しかし逆にいうと、角を矯めて牛を 

殺すというようなことになって、あん 

まりガチガチになっても、また効率を 

損なうことになってもいけない。社会 

的に容認される限度と、公益性、ある 

いはそういう問題をどうやって接点を 

つけるかという、その辺が当時いちば 

ん気を遣って考えた点でした。 

副会長 次官のそういうお考えは、い 

まも海上技術安全局のなかに脈々と受 

け継がれております。 

競技運営の形態、あるいは施設改善 

等にしましても、それぞれ時代の要請 

にマッチした改善、改革をやっていか 

なければいけないわけですが、そうい 

う点では非常に業界をご信頼いただき 

まして、柔軟な思考で大きく包み込む 

ようにこ。指導いただいてきたと思って 

おります。 

フアンの裾野を広げる施策を 

次官 現在もそうでしょうが、モータ 

ーボート競走では当初から、レースが 

あるときは選手は缶詰にされ外部とは 

―切、家族とも電話すら遮断するなど、 

不正防止も徹底的にやっておられたし、 

場内での騒擾事案の発生ということに 

対しても非常に注意を払っておられた。 

他公営競技に比べ、そういうことに関 

する批判というのはあまりなかったと 

記憶しています。 

それだけ厳重な管理をすると同時に、 

選手の面倒もきちっとみておられた。 

また、競技の実施、あるいは収益の使 

い方に、大へん気を遣ってこられた。 

その辺が、今日まで問題を起こさず発 

展してこられた何よりの原動力だと、 

私は思います。 

そういう意味で、業界が非常によく 

物事をわきまえてやっておられた、と 

いうふうに思います。 

副会長 多様化した社会、多様化した 

お客様のニーズに対し、これに適切に 

対応する諸施策といったものを、業界 

と役所の協議において行っていかなけ 

ればならないわけですが、常に前向き 

にこ。指導いただいたということは、業 

界は、いくら感謝しても感謝しきれな 

いところでございます。 

そういう観点から、今年は法制定40 

周年ということでもあり、2~世紀へ向 

けて「いつでも、どこでも、おもしろ 

いモーターボート競走」を実現するこ 

とで、フアンの皆様に喜んでいただき 

たいと考えております。 

またもうーつは、これまで「ギャン 

ブルは“悪”であり、したがってその 

お金はよくないお金」という、いわゆ 
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る入口論的見方が強かったのが、昨今 

は若い人たちの意識革命により「何に 

使われたか」という・・・つまり出口論で 

評価すべきだということに変化してき 

て、業界に対する見方もずいぶん変わ 

ってまいりました。とは申せ、お客様 

の信頼を損なわぬようにすることは最 

も重要なことでこいざいます。 

そういう点では競技運営面、とくに 

選手の管理ということも含め、われわ 

れの先輩方がつくってくれたよき伝統 

がございますので、これに立脚し、よ 

り多くのお客様にご来場いただいて、 

その収益金を公益的な仕事のために活 

用していきたいと考えております。 

われわれは、この40周年を契機に21 

世紀を目指してさらに心機ー転、熱く 

燃えておるわけでございますが、次官 

のお立場で、モーターボート競走に今 

後望むとしたら、どのようなことがあ 

りますでしようか？ 

次官 大事なのはやはりフアンの裾野 

を広げていくことだと思います。 

いまや競艇は完全に社会的に認知さ 

れているわけですが、今後とも業界が 

永続し、かつ発展し続けていくために 

は、競走場の整備なども非常に大切だ 

と思いますし、将来的には家族ぐるみ 

で楽しみに行くというふうな場になる 

ことも理想です。そして、そうなるた 

めには施設改善もあるでしょうし、手 

軽に舟券が買えるということもある。 

そうした努力がファンに認められ、喜 

んでもらえる…といったことが、相乗 

的に作用して発展へとつながっていく 

のではないでしようか。 

そういう意味で、財）モーターボート 

競走近代化研究センターでこれからや 

ろうとしておられる各競走場のネット 

ワークとか、そういうものでフアンが 

手軽に利用できるようにしていくとい 

うことも大切だと思います。 

副会長 お客様にもっともっとお気軽 

に参加していただくための努力という 

ことでは、いろいろ新しい施策ーたと 

えば早朝発売ですとか電話投票、臨時 

特別場間場外発売、専用場外発売なと。 

を、当局のご指導とご許可をいただい 

て進めてまいりまして、お蔭さまで、 

利用者数4千4百万人というところま 

で大衆化することができました。 

次官 大へん結構なことだと思います 

ね。それから収益金の使途の問題につ 

いても、非常に広い面で社会公益的な 

役割を果たしておられる。とくに中小 

造船業界は、最近は金利も上昇傾向に 

ありますので、非常に助かっていると 

思います。 

国際的貢献とBGの成果に注目 

次官 次に私が注目しておりますのは、 

業界の国際的な貢献です。これは世界 

昭和37年モーターボート競走法改正を語る 

的にも非常に高く評価されているo 

いま国際化が進展していますが、そ 

ういう中で日本の役割というのはとく 

に注目されているわけです。日本の場 

合、「民」の役割が諸外国に比べて大き 

いのじゃないかとも思うのですが、官 

と民の連携という形で対応していくこ 

とは、とても大事です。 

こうした国際対応については、今後 

も大いにやっていただけたら非常にあ 

りがたいなと思っているわけです。 

また、一般公益事業・・・いわゆる交付 

金関係についても幅広くやっておられ 

まして、大へん結構だと思っています。 

なかでも私が注目しておりますのはBG 

財団です。 

私らが子供の頃は、日本は海洋国家 

だということをずいぶん言われました 

が、最近はどうも、海に対する親しみ 

というのが昔ほどではなくなってきて 

いる。そういう意味で、青少年が海に 

もっと親しむようなことをやっていた 

だけたらありがたいな、と。 

いま地球環境問題がいろいろ言われ 

ておりますが、BG・・・ブルーシー＆グリ 

ーンランドというのは、 まさに地球環 

境そのものだと思うのです。 

副会長 BG 財団というのは現在、全国 

に416ケ所ありまして、財政的にあまり 

恵まれない市町村を中心として、いろ 

んな活動を展開させていただいており 

ます。泳げない子どももたくさんおり 

ますので、プールの利用率なんか大へ 

ん高いものがあるわけです〇子どもた 

ちを中心に大人も巻き込んだコミュニ 

ティーが誕生するなど、大へん有効に 

活用されております。 

このBG 財団の事業も、法制定20周年 

を記念して実施させていただいたので 

すが、これにつきましても大英断をい 

ただいたわけでございます。 

次官 今後も、地球環境問題も含めて 

さらに発展させていったらいいんじゃ 

ないかという気がします。 

それから造船関連での技術開発も非 

常に大事です。今後2~世紀へ向けて、 

陸・海・空とも技術革新が進むでしょ 

うし、それが交通とかさらには社会、 

経済まで変えていくと思うんです。そ 

うした中で、やはり海の技術革新とい 

うのは重要です。なかでも私が注目し 

ているのは、短期的にはテクノスーノく 

ーライナ-93・・・あれは物流体系という 

ものを大きく変えると思います。50ノ 

ットですから93キロ。~00キロ近いスピード 

でかつ~000トンぐらい積める。端末では 

従来通り トラックを使わざるを得ない 

けれども、幹線部門はテクノスーパー 
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ライナーで時間もコスト面でもほとん 

ど変わりなく対応できるわけです。 

国際物流でみても、アジア地域で近 

いところであれば半日、遠くても2 日 

くらいで到達できる。しかもコストは 

航空貨物の~0分の~ といわれています。 

波の高さもC 1 U-)L まで対応できる・・・とな 

れば2~世紀の物流体系に大きな変革を 

もたらすと思うのです。 

副会長 非常に大事な輸送手段になる 

可能性が高いですね。 

次官 さらにもう少し、中・長期的に 

みれば、いま超伝導の電磁推進船の実 

験もやっておられるわけですけれども、 

日本は本来技術立国ですから、頭で勝 

負しなければいけない。そういう意味 

で、陸上では超伝導のリニアモーター 

力ーを開発していますが、海では超伝 

導電磁推進船というものが将来的には 

非常に有効なものになってくると思い 

ます。そういったことで常に造船関係 

の技術開発に力をいれておられるとい 

うのは、非常に的確なことだと思いま 

すし、今後も是非伸ばしていっていた 

だければありがたい、と思っておりま 

す。 

副会長 本当に大きなプロジェクトを 

・・・BG 財団とか超伝導とか、次代を担う 

世界の若者たちの教育、そして人道的 

立場に立った諸活動などなど、まさに 

“主義や人種を超えた地球的規模、国 

家的レベルの仕事”というのをさせて 

いただいております。 

次官 非常に的確に仕事をしてきてお 

られるなという感じがいたします。 

副会長 これも先輩方のご苦労あって 

のことで、私ども現役の人間は、その 

大いなる遺産をさらに拡大して立派な 

花を咲かせ、実をみのらせていかなけ 

ればならない。そうすることが、法制 

定だとか37年の恒久立法化とか、苦難 

のなかでご尽力いただいた皆様方に対 

して、われわれが果たすべき責任であ 

ると考えております。 

次官 恒久立法化に係わった者のひと 

りとして、モーターボート競走の行方 

というのはどうしても気になりますし、 

やはり、将来的に健全なる競技、そし 

て収益金は広く役立てられてみんなに 

喜ばれる・・・という方向で、どんどん発 

展していただくことを、私としては非 

常に強く期待しております。 

副会長 本日はお忙しいところ、貴重 

なお時間をいただきまして、ありがと 

うこ。ざいました。 

（平成3年4月22日 事務次官室にて） 
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